
ＤＶ被害時の子どもの状況と被害

資料：仙台市、（財）せんだい男女共同参画財団「配偶者やパートナー等との間における暴力に関する調査」（平成20年度）

(公財)せんだい男女共同参画財団 「データの部屋」
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ケガをした

おもらし、チックなどが多く見られるようになった

例えば壁に頭をぶつけるような奇妙な行動をするように…

暴力をふるう親をこわがるようになった

親（大人）の顔色をうかがうようになった

身体的症状（発育不良など）がみられる

無気力・無感動になった

いらいらして落ち着きがなくなった

一人でぽつんとしていることが多くなった

友だちからいじめられるようになった

友だちをいじめたり、暴力をふるうようになった

不登校になった

生活習慣の乱れ（酒、たばこなど）がみられるようになった

暴力をふるわれる親を「何もしてくれない」と憎むように…

その他

無回答

9-1-3 暴力等の被害を受けた子どもへの具体的な影響

N=107

いたことがあ

る

41.9

いたことはな

い

44.4

無回答

13.7

9-1-3 暴力等を受けた時の子どもの存在

N=456

(％)

受けた

ことが

ある

35.8

受けたことは

ない

63.7

無回答

0.5

9-1-3 暴力等を受けた時の子どもの状況

N=192 ※右で「いたことがある」と回答した人

(％)

影響を与えた

と思う

56.3

影響を与えな

かったと思う

36.8

無回答

6.8

暴力等を受けた子どもへの影響の有無

N=192

(％)

※上で「いたことがある」または

「受けたことがある」と回答した人


